
高まるリスク、求められる事業者の危機管理

スムーズに行動、損害最小限に
ＢＣＰ（事業継続

計 画）策定が鍵

防
災
・
災
害
に
関
す
る
意
識
調
査
ビ
ッ
グ
ロ
ー
ブ

確認と水の準備
ハザードマップ

人に聞く

記
憶
に
残
る
災
害
は
―

「
東
日
本
大
震
災
」「
御
嶽
山
噴
火
」

ＢＣＰ策定
割 合


％
、前
年
比
横
ば
い

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

調

査「
ス
キ
ル
、ノ
ウ
ハ
ウ
な
い
」

（４）第３１４５号 第３種郵便物認可 ２０２２年（令和４年）１０月３日（月曜日）

地
震
、
台
風
、
集
中
豪
雨
、
雪
害
と
、
毎
年
の
よ
う
に
起
き
る
大
き
な
自
然
災
害
。

観
光
事
業
者
も
自
ら
の
事
業
を
継
続
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
リ
ス
ク
に
対
す
る
備
え
を
平

時
か
ら
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
鍵
と
な
る
一
つ
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

の
策
定
だ
。

南
三
陸
町
震
災
復
興
祈
念
公
園
（
宮
城
県
）
に
保
存
さ
れ
て
い
る
同
町
の
旧
防
災
対
策
庁
舎
。
東
日
本
大
震
災
の
被
害

の
大
き
さ
を
示
す
遺
構
と
し
て
訪
れ
る
人
が
後
を
絶
た
な
い

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
今

年
５
月
に
行
っ
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に

対
す
る
企
業
の
意
識
調
査
で

は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て
い

る
企
業
割
合
は

・
７
％
で
、

前
年
同
月
調
査
比
０
・
１
㌽

増
と
、ほ
ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て
い
な
い

企
業
割
合
は
同
０
・
４
㌽
減

の

・
１
％
。
策
定
し
て
い

な
い
理
由
は
「
策
定
に
必
要

な
ス
キ
ル
・
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な

い
」
が

・
７
％
と
最
も
多

か
っ
た
。

自
社
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

策
定
状
況
に
つ
い
て
、
「
策

定
し
て
い
る
」が

・
７
％
、

「
現
在
、
策
定
中
」
が
７
・

６
％（
前
年
比
０
・
３
㌽
減
）、

「
策
定
を
検
討
し
て
い
る
」

が

・
６
％
（
同
０
・
５
㌽

増
）
。
こ
の
三
つ
を
合
わ
せ
た
「
策
定
意
向
あ
り
」
が


・
９
％
と
、
同
０
・
３
㌽
増
加
し
た
。

一
方
、
「
策
定
し
て
い
な

い
」
が

・
１
％
、
「
分
か

ら
な
い
」
が
８
・
０
％
（
前

年
と
同
率
）
だ
っ
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て
い
る
企
業
割
合
を
規
模
別
に
見
る

と
、
大
企
業
が

・
７
％

（
同
１
・
７
㌽
増
）
、
中
小

企
業
が

・
７
％
（
同
横
ば

い
）
。
大
企
業
は
策
定
率
が

上
昇
し
て
い
る
が
、
中
小
企

業
は
低
位
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
策
定
意
向
が
あ

る
企
業
に
、
ど
の
よ
う
な
リ

ス
ク
に
よ
っ
て
事
業
の
継
続

が
困
難
に
な
る
と
想
定
し
て

い
る
か
聞
い
た
と
こ
ろ
（
複

数
回
答
）、地
震
、風
水
害
、

噴
火
な
ど
の
「
自
然
災
害
」

が

・
０
％
と
６
年
連
続
で

ト
ッ
プ
。

２
位
以
下
は
「
感
染
症

（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
型

ウ
イ
ル
ス
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
な

ど
）
」
（

・
５
％
）
、

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の

リ
ス
ク
」
（

・
６
％
）
、

「
設
備
の
故
障
」
（

・
６

％
）
が
挙
が
っ
た
。

前
年
と
の
比
較
で
は
、
感

染
症
が
６
・
９
㌽
減
と
低
下
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
リ

ス
ク
が
６
・
７
㌽
増
と
増
加

し
た
。

位
の
「
戦
争
や
テ

ロ
」
も

・
０
％
な
が
ら
６

・
０
㌽
増
と
大
き
く
増
加
し

た
。Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
策
定
意
向
が
あ

る
企
業
に
、
事
業
が
中
断
す

る
リ
ス
ク
に
備
え
て
実
施
、

あ
る
い
は
検
討
し
て
い
る
内

容
を
聞
い
た
と
こ
ろ
（
複
数

回
答
）
、
「
従
業
員
の
安
否

確
認
手
段
の
整
備
」
が

・

６
％
と
最
も
多
く
、
こ
ち
ら

も
６
年
連
続
で
ト
ッ
プ
と
な

っ
た
。
以
下
、
「
情
報
シ
ス

テ
ム
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」

（

・
７
％
）
、
「
緊
急
時

の
指
揮
・
命
令
系
統
の
構
築
」

（

・
９
％
）
、
「
災
害
保

険
の
加
入
」（

・
９
％
）。

前
年
と
の
比
較
で
は
、
情

報
シ
ス
テ
ム
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
が
３
・
３
㌽
増
、
５
位
の

「
調
達
先
・
仕
入
れ
先
の
分

散
」
（

・
１
％
）
が
３
・

０
㌽
増
と
増
加
し
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て
い
る

企
業
に
策
定
に
よ
る
効
果
を

聞
く
と
（
複
数
回
答
）
、

「
従
業
員
の
リ
ス
ク
に
対
す

る
意
識
が
向
上
し
た
」
が


・
７
％
と
ト
ッ
プ
に
。
「
業

務
の
定
型
化
・
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
が
進
ん
だ
」（

・
８
％
）、

「
事
業
の
優
先
順
位
が
明
確

に
な
っ
た
」
（

・
９
％
）

が
続
い
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て
い
な

い
企
業
に
そ
の
理
由
を
聞
く

と
（
複
数
回
答
）
、
「
策
定

に
必
要
な
ス
キ
ル
・
ノ
ウ
ハ

ウ
が
な
い
」
が

・
７
％
と

最
も
多
く
、
６
年
連
続
で
ト

ッ
プ
。
「
策
定
す
る
人
材
を

確
保
で
き
な
い
」
（

・
１

％
）
、
「
書
類
作
り
で
終
わ

っ
て
し
ま
い
、
実
践
的
に
使

え
る
計
画
に
す
る
こ
と
が
難

し
い
」
（

・
１
％
）
、

「
策
定
す
る
時
間
を
確
保
で

き
な
い
」
（

・
８
％
）
が

続
い
た
。

ビ
ッ
グ
ロ
ー
ブ
が
同
期
間

に
全
国
の
男
女
千
人
に
行
っ

た
「
過
去
に
日
本
で
発
生
し

た
災
害
に
関
す
る
意
識
調

査
」
で
は
、
記
憶
に
残
る
地

震
災
害
は「
東
日
本
大
震
災
」

が
最
多
。
近
年
の
災
害
は

「
御
嶽
山
噴
火
」
、
歴
史
上

の
災
害
は
「
関
東
大
震
災
」

が
最
も
多
か
っ
た
。

全
国
の

歳
か
ら

歳
ま

で
の
千
人
に
「
（
経
験
し
て

い
な
く
て
も
、情
報
と
し
て
）

記
憶
に
残
っ
て
い
る
１
９
９

５
年
以
降
の
地
震
災
害
」

（
複
数
回
答
）
を
聞
く
と
、

２
０
１
１
年
の
「
東
北
地
方

太
平
洋
地
震
（
東
日
本
大
震

災
）」が

・
４
％
と
最
多
。

２
０
１
６
年
の「
熊
本
地
震
」

（

・
９
％
）
、
１
９
９
５

年
の
「
兵
庫
県
南
部
地
震

（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
）
」

（

・
３
％
）
が
続
い
た
。

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は


～

歳
の
『
Ｚ
世
代
』
は

生
ま
れ
る
前
な
の
で
、
他
の

世
代
と
比
較
す
る
と
回
答
し

た
割
合
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
。こ
の
世
代
の
回
答
で
は
、

『
授
業
で
教
わ
っ
た
』
と
い

う
声
が
多
か
っ
た
」
（
同
調

査
）
。

一
方
、
「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
以
前
の
地
震
を
含
め
て

日
本
国
内
で
発
生
し
た
災
害

で
知
っ
て
い
る
も
の
」
（
複

数
回
答
）
は
、
近
年
で
は
２

０
１
４
年
の「
御
嶽
山
噴
火
」

（

・
４
％
）
、
１
９
９
０

～

年
の
「
雲
仙
普
賢
岳
噴

火
」
（

・
５
％
）
が
上
位

に
。歴

史
上
の
災
害
で
は
１
９

２
３
年
の
「
関
東
大
震
災
」

（

・
５
％
）
が
最
も
多
か

っ
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
「
企
業
が

自
然
災
害
、
大
火
災
、
テ
ロ

攻
撃
な
ど
の
緊
急
事
態
に
遭

遇
し
た
場
合
に
お
い
て
、
事

業
資
産
の
損
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
つ
つ
、
中
核
と
な
る

事
業
の
継
続
あ
る
い
は
早
期

復
旧
を
可
能
と
す
る
た
め

に
、
平
常
時
に
行
う
べ
き
活

動
や
緊
急
時
に
お
け
る
事
業

継
続
の
た
め
の
方
法
、
手
段

な
ど
を
取
り
決
め
て
お
く
計

画
」
（
中
小
企
業
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）
。

要
は
、
災
害
な
ど
が
起
き

た
際
に
具
体
的
に
ど
う
す
る

の
か
、
事
業
所
の
中
で
あ
ら

か
じ
め
計
画
し
、
備
え
て
お

く
こ
と
だ
。

同
庁
は
、
「
緊
急
時
に
倒

産
や
事
業
縮
小
を
余
儀
な
く

さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
平
常

時
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
周
到
に
準

備
し
て
お
き
、
緊
急
時
に
事

業
の
継
続
・
早
期
復
旧
を
図

る
こ
と
が
重
要
」
と
指
摘
。

「
こ
う
し
た
企
業
は
、
顧
客

の
信
用
を
維
持
し
、
市
場
関

係
者
か
ら
高
い
評
価
を
受
け

る
こ
と
と
な
る
」
と
も
述
べ

て
い
る
。

厚
生
労
働
省
が
今
年
３
月

に
発
行
し
た
「
生
活
衛
生
関

係
営
業
の
生
産
性
向
上
を
図

る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の

「
生
産
性
＆
効
率
ア
ッ
プ
必

勝
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
手
法
」
で
は
、
旅
館
・

ホ
テ
ル
を
含
め
た
生
活
衛
生

関
係
営
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
て
い

る
。そ

れ
に
よ
る
と
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

を
考
え
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

①
リ
ス
ク
と
ダ
メ
ー
ジ
を
整

理
す
る
②
事
前
の
対
策
を
す

る
③
緊
急
事
態
発
生
時
の
対

応
を
決
め
て
お
く
―
の
三
つ

を
指
摘
。

①
に
つ
い
て
は
、
事
業
を

す
る
た
め
に
必
要
な
経
営
資

源
（
人
、
物
、
金
、
各
種
情

報
）
と
、
事
業
に
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て

何
が
あ
る
か
を
整
理
し
た
上

で
、
こ
れ
ら
資
源
に
そ
れ
ぞ

れ
の
リ
ス
ク
が
ど
れ
ぐ
ら
い

の
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
の
か

（
復
旧
に
か
か
る
時
間
、
費

用
）
を
把
握
す
る
こ
と
。

②
は
、
①
で
整
理
し
た
リ

ス
ク
に
つ
い
て
、
事
前
に
実

施
で
き
る
対
策
に
計
画
的
に

取
り
組
む
こ
と
。
例
え
ば
地

震
の
際
に
安
否
確
認
が
で
き

る
ツ
ー
ル
を
入
れ
た
り
、
情

報
漏
え
い
事
故
を
な
く
す
た

め
に
従
業
員
教
育
を
行
う
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

③
は
、
従
業
員
の
安
否
確

認
、
重
要
書
類
や
デ
ー
タ
の

退
避
な
ど
「
初
動
対
応
」
、

被
害
状
況
の
確
認
や
顧
客
と

取
引
業
者
へ
の
連
絡
な
ど

「
緊
急
対
応
」
、
計
画
に
沿

っ
た
取
り
組
み
を
進
め
る

「
復
旧
対
応
」
と
い
っ
た
、

実
際
に
緊
急
事
態
が
発
生
し

た
と
き
の
対
応
を
あ
ら
か
じ

め
決
め
て
お
く
こ
と
だ
。

「
い
ざ
、
緊
急
事
態
が
起

こ
る
と
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
や

す
い
の
で
、
や
る
べ
き
こ
と

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
な
い
。

事
前
に
決
め
て
お
く
こ
と
で

ス
ム
ー
ズ
に
行
動
で
き
、
損

害
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ

る
」
（
同
省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

か
ら
）
。

情
報
サ
ー
ビ
ス
関
連
企
業

の
ビ
ッ
グ
ロ
ー
ブ
（
本
社
・

東
京
都
品
川
区
）
は
８
月


～

日
、
全
国
の
男
女
千
人

に
「
防
災
・
災
害
に
関
す
る

意
識
調
査
」
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
行
っ
た
。
防
災
の

た
め
に
行
っ
て
い
る
こ
と
は

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確

認
」
、
準
備
し
て
い
る
も
の

は
「
水
」
が
最
多
。
恐
れ
て

い
る
災
害
は
「
地
震
」
「
台

風
・
豪
雨
」
「
火
災
」
が
多

か
っ
た
。

「
防
災
の
た
め
に
行
っ
て

い
る
こ
と
」
（
複
数
回
答
）

は
、
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

確
認
す
る
」
が

・
０
％
と

ト
ッ
プ
で
、
「
防
災
ツ
ー
ル

・
備
蓄
品
を
備
え
る
」
（


・
３
％
）
、
「
家
具
を
固
定

す
る
」
（

・
２
％
）
、

「
防
災
ツ
ー
ル
・
備
蓄
品
を

見
直
す
」
（

・
６
％
）
が

続
い
た
。

「
こ
の
数
年
で
防
災
意
識

が
高
ま
っ
た
か
」
の
質
問
で

は
、
半
数
以
上
の

・
３
％

が「
防
災
意
識
が
高
ま
っ
た
」

ま
た
は
「
や
や
高
ま
っ
た
」

と
回
答
し
た
。
内
訳
は
、

「
や
や
高
ま
っ
た
」
が

・

２
％
、
「
高
ま
っ
た
」
が


・
１
％
。
こ
の
ほ
か
「
あ
ま

り
高
ま
っ
て
い
な
い
」
が


・
９
％
、
「
高
ま
っ
て
い
な

い
」
が

・
８
％
。

「
防
災
の
た
め
に
準
備
し

て
い
る
も
の
」（
複
数
回
答
）

は
「
水
」
が

・
４
％
、

「
食
料
」
が

・
８
％
、

「
懐
中
電
灯
」が

・
１
％
。

以
下
は
「
マ
ス
ク
」
（

・

７
％
）
、
「
充
電
器
」
（


・
６
％
）
、
「
電
池
」
（


・
４
％
）
。
「
マ
ス
ク
は

（
新
型
コ
ロ
ナ
の
）
感
染
予

防
の
た
め
、
常
に
備
蓄
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
」
（
同
調

査
）
。

「
恐
れ
て
い
る
災
害
」

（
複
数
回
答
）は
、「
地
震
」

が
最
も
多
く
、

・
２
％
。

「
台
風
・
豪
雨
（
水
害
）
」

も

・
８
％
と
半
数
以
上
を

占
め
た
。
「
火
災
」
は

・

６
％
と
、
４
位
の
「
猛
暑

（
水
不
足
を
含
む
）
」
（


・
２
％
）
か
ら
大
き
く
差
を

広
げ
て
３
位
に
。
東
日
本
大

震
災
で
大
き
な
被
害
を
与
え

た「（
地
震
に
伴
う
）津
波
」

は

・
６
％
と
、
猛
暑
よ
り

低
い
回
答
率
だ
っ
た
。
「
沿

岸
部
に
居
住
し
て
い
な
い
人

は
、
自
分
が
被
災
す
る
と
い

う
意
識
が
な
か
っ
た
た
め
と

思
わ
れ
る
」
（
同
）
。




